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第６章 労働力状態 

１ 労働力人口の推移 

 

労働力人口が戦後初めての減少 

 15 歳以上人口（3,176,601 人）の労働力状態をみると、労働力人口（就業者及び完全失業者）は 1,803,113

人で、平成 17 年に比べ 31,210 人（1.7％）の減少となっています。 

労働力人口を男女別にみると、男性は 1,081,378 人、女性は 721,735 人で、労働力人口全体に占める割

合は男性が 60.0％、女性が 40.0％となっています。労働力率は、男性が平成 17 年より 1.2 ポイント低下

して 76.2％、女性は 2.1 ポイント上昇して 49.2％となっています。 

戦後における労働力人口の増減率の推移をみると、昭和 45 年までは約 25～40％の高い伸び率が続きま

したが、石油危機に伴う経済不況の影響などで 50 年が 13.0％、55 年が 6.4％の増加にとどまりました。

その後、10％台の増加が続きましたが、バブル経済崩壊後の不況などにより、平成７年に 6.9％に低下し、

22 年は 1.7％減と、戦後初めて減少に転じています。（図６－１、表６－１） 

 

図６－１ 男女別労働力人口及び労働力率の推移（昭和 25 年～平成 22 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



総  数
B

就業者 3)
完 全

失業者 4)
C

15歳以
上人口

労働力
人 口

総数

昭和25年 2) 656,292 370,196 357,112 13,084 286,037 56.4 3.5 - -

    30年 793,564 468,359 447,878 20,481 325,201 59.0 4.4 20.9 26.5

    35年 1,010,702 611,736 604,504 7,232 398,854 60.5 1.2 27.4 30.6

    40年 1,377,600 859,949 846,648 13,301 517,329 62.4 1.5 36.3 40.6

    45年 1,707,325 1,073,032 1,058,905 14,127 634,183 62.8 1.3 23.9 24.8

    50年 1,956,378 1,212,266 1,184,241 28,025 744,112 62.0 2.3 14.6 13.0

    55年 2,104,331 1,289,753 1,258,353 31,400 808,990 61.3 2.4 7.6 6.4

    60年 2,362,299 1,472,075 1,425,917 46,158 881,910 62.3 3.1 12.3 14.1

平成 2年 2,651,769 1,665,252 1,618,075 47,177 973,682 62.8 2.8 12.3 13.1

     7年 2,812,368 1,780,067 1,700,629 79,438 1,008,369 63.3 4.5 6.1 6.9

    12年 2,940,204 1,783,068 1,699,750 83,318 1,089,222 60.6 4.7 4.5 0.2

    17年 3,063,487 1,834,323 1,736,859 97,464 1,122,583 5) 62.0 5.3 4.2 2.9

    22年 3,176,601 1,803,113 1,703,374 99,739 1,082,713 5) 62.5 5.5 3.7 △ 1.7

男

昭和25年 2) 330,326 272,740 264,215 8,525 57,555 82.6 3.1 - -

    30年 401,041 337,368 322,175 15,193 63,669 84.1 4.5 21.4 23.7

    35年 514,027 436,498 431,430 5,068 77,490 84.9 1.2 28.2 29.4

    40年 717,986 613,594 604,156 9,438 104,305 85.5 1.5 39.7 40.6

    45年 888,836 773,247 763,482 9,765 115,500 87.0 1.3 23.8 26.0

    50年 1,007,951 870,432 849,581 20,851 137,519 86.4 2.4 13.4 12.6

    55年 1,072,805 898,953 876,158 22,795 172,050 83.8 2.5 6.4 3.3

    60年 1,209,220 992,347 960,773 31,574 211,594 82.1 3.2 12.7 10.4

平成 2年 1,355,640 1,098,018 1,067,097 30,921 249,663 81.0 2.8 12.1 10.6

     7年 1,431,232 1,150,709 1,099,193 51,516 263,208 80.4 4.5 5.6 4.8

    12年 1,484,181 1,126,113 1,071,869 54,244 309,076 75.9 4.8 3.7 △ 2.1

    17年 1,534,757 1,129,077 1,065,183 63,894 329,462 5) 77.4 5.7 3.4 0.3

    22年 1,583,778 1,081,378 1,015,632 65,746 337,095 5) 76.2 6.1 3.2 △ 4.2

女

昭和25年 2) 325,966 97,456 92,897 4,559 228,482 29.9 4.7 - -

    30年 392,523 130,991 125,703 5,288 261,532 33.4 4.0 20.4 34.4

    35年 496,675 175,238 173,074 2,164 321,364 35.3 1.2 26.5 33.8

    40年 659,614 246,355 242,492 3,863 413,024 37.3 1.6 32.8 40.6

    45年 818,489 299,785 295,423 4,362 518,683 36.6 1.5 24.1 21.7

    50年 948,427 341,834 334,660 7,174 606,593 36.0 2.1 15.9 14.0

    55年 1,031,526 390,800 382,195 8,605 636,940 37.9 2.2 8.8 14.3

    60年 1,153,079 479,728 465,144 14,584 670,316 41.6 3.0 11.8 22.8

平成 2年 1,296,129 567,234 550,978 16,256 724,019 43.8 2.9 12.4 18.2

     7年 1,381,136 629,358 601,436 27,922 745,161 45.6 4.4 6.6 11.0

    12年 1,456,023 656,955 627,881 29,074 780,146 45.1 4.4 5.4 4.4

    17年 1,528,730 705,246 671,676 33,570 793,121 5) 47.1 4.8 5.0 7.4

    22年 1,592,823 721,735 687,742 33,993 745,618 5) 49.2 4.7 4.2 2.3

1) 労働力状態「不詳」を含む。ただし、昭和50年は非労働力人口に労働力状態「不詳」を含む。

2) 調査対象が14歳以上であったため、全ての数値は14歳以上である。

3) 調査年の9月24日から30日までの1週間に、賃金、給料、諸手当、営業収益、手数料、内職収入など収入

 （現物収入を含む）になる仕事を少しでもした人

4) 調査年の9月24日から30日までの1週間に、収入になる仕事を少しもしなかった人のうち、仕事に就くこ

 とが可能であって、かつ公共職業安定所に申し込むなどして積極的に仕事を探していた人

5) 平成17年及び22年の労働力率（B/(B+D)）は、分母の15歳以上人口から労働力状態「不詳」を除いて算出

 している。

対前回増減率
（％）

15 歳 以 上 人 口 

男女、年次
労働力率
（％）
B/A

完 全
失業率
（％）
C/B

労 働 力 人 口
総数 1)

A

非労働力
人   口

D

表６－１ 労働力状態、男女別 15 歳以上人口の推移（昭和 25 年～平成 22 年） 
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平成2年 12年 22年

昭和60年 平成２年 ７年 12年 17年 1) 22年 1) 昭和60年 平成２年 ７年 12年 17年 1) 22年 1)

労働力人口（人） 992,347 1,098,018 1,150,709 1,126,113 1,129,077 1,081,378 479,728 567,234 629,358 656,955 705,246 721,735

15～19歳 25,653 28,289 19,927 16,360 15,947 13,998 18,929 21,697 15,730 14,686 14,986 13,508

20～24 96,558 114,065 111,916 82,182 70,651 60,175 75,229 93,448 99,647 77,759 66,869 57,983

25～29 112,747 137,740 151,135 144,943 114,411 93,580 48,236 69,887 89,505 100,979 87,571 77,338

30～34 122,106 115,949 134,045 147,246 147,126 112,711 39,966 40,460 54,431 72,041 87,626 75,737

35～39 145,057 122,231 111,051 129,391 146,433 141,588 61,696 50,398 46,507 58,955 77,354 86,436

40～44 124,993 144,866 117,137 106,875 128,302 138,758 68,301 77,439 61,116 58,186 75,213 87,712

45～49 110,644 124,870 141,563 111,957 104,792 121,047 59,534 74,547 84,060 67,792 68,487 81,222

50～54 97,998 109,524 121,753 133,838 108,479 98,450 46,301 58,131 71,732 81,163 69,045 67,045

55～59 76,312 94,182 104,690 112,518 127,069 100,798 30,157 40,704 52,140 61,946 74,781 62,342

60～64 41,439 59,929 74,370 74,114 85,508 101,163 16,558 21,761 29,244 34,299 44,647 57,596

65歳以上 38,840 46,373 63,122 66,689 80,359 99,110 14,821 18,762 25,246 29,149 38,667 54,816

労働力率（％） 82.1 81.0 80.4 75.9 77.4 76.2 41.6 43.8 45.6 45.1 47.1 49.2

15～19歳 20.7 20.5 18.0 16.9 18.7 16.8 16.9 17.1 15.4 16.1 19.0 17.4

20～24 70.6 72.0 70.3 63.9 67.0 64.3 70.5 72.9 71.8 68.2 69.0 67.8

25～29 97.1 97.1 95.5 91.2 95.3 95.2 48.6 59.1 65.9 69.3 75.0 79.7

30～34 98.4 98.5 97.2 94.1 97.6 97.6 35.3 38.1 45.1 51.0 58.1 65.5

35～39 98.8 98.7 97.7 95.5 98.1 97.9 44.5 44.1 45.1 48.9 54.2 59.6

40～44 98.8 98.7 97.9 95.8 98.2 98.0 55.0 55.1 54.3 56.3 61.9 64.2

45～49 98.7 98.6 97.6 95.6 97.9 97.8 55.6 59.2 59.7 60.2 66.4 69.7

50～54 98.2 98.1 97.1 95.1 97.2 97.2 48.8 54.0 57.5 58.5 62.5 67.9

55～59 96.1 96.4 95.6 93.0 95.6 95.6 40.0 43.2 49.2 50.7 55.3 59.4

60～64 81.5 79.8 80.5 71.5 76.8 82.6 28.9 29.3 32.0 33.3 37.8 45.7

65歳以上 41.8 39.2 39.5 31.2 31.6 34.4 11.9 11.7 12.3 11.1 11.9 15.1

1) 労働力率は、分母の15歳以上人口から労働力状態「不詳」を除いて算出している。

年　齢
男 女

２ 男女、年齢別労働力人口及び労働力率 

 

女性の労働力率の上昇が目立つ 

労働力率を年齢５歳階級、男女別にみると、男性は、25～29 歳から 55～59 歳までの各年齢階級が 90％

台と高く、若年層と高齢層で低い台形型となっています。一方、女性は、25～29 歳の 79.7％と 45～49 歳

の 69.7％を頂点とし、35～39 歳の 59.6％を谷とするＭ字型となっています。この形状は、結婚、出産、

育児のために一時仕事をやめ、子育てが一段落したところで再就職するという就業パターンを示します。

晩婚化に加え、結婚後も働き続けるケースが増えたこともあり、女性の労働力率は上昇しており、Ｍ字の

谷が浅くなってきています。（表６－２、図６－２） 

 

表６－２  年齢（５歳階級）、男女別労働力人口及び労働力率の推移（昭和 60 年～22 年）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－２ 年齢（５歳階級）、男女別労働力率の推移（平成２年～22 年） 

            男                          女 

 

 

 



総数 1) 未  婚 有配偶 死・離別 総数 1) 未  婚 有配偶 死・離別

労働力人口（人） 1,081,378 343,165 688,034 45,551 721,735 242,672 396,362 79,462
15～19歳 13,998 13,784 150 9 13,508 13,398 74 15
20～24 60,175 56,692 3,045 141 57,983 55,188 2,364 303
25～29 93,580 68,888 23,486 635 77,338 57,586 18,151 1,352
30～34 112,711 51,842 58,663 1,734 75,737 36,590 35,879 3,004
35～39 141,588 47,465 90,007 3,598 86,436 29,022 50,793 6,334
40～44 138,758 35,954 97,547 4,832 87,712 19,424 59,590 8,367
45～49 121,047 24,855 90,140 5,638 81,222 12,081 59,686 9,182
50～54 98,450 16,015 76,744 5,373 67,045 7,094 50,826 8,854
55～59 100,798 13,837 80,048 6,429 62,342 5,440 46,341 10,274
60～64 101,163 9,413 83,536 7,699 57,596 3,985 40,616 12,598
65歳以上 99,110 4,420 84,668 9,463 54,816 2,864 32,042 19,179

労働力率（％） 2) 76.2 72.2 80.2 59.0 49.2 66.8 45.9 34.7
15～19歳 16.8 16.6 59.5 56.3 17.4 17.3 24.3 46.9
20～24 64.3 63.3 94.7 88.1 67.8 69.7 41.9 69.2
25～29 95.2 94.0 99.1 94.1 79.7 93.4 54.2 84.1
30～34 97.6 95.7 99.4 95.1 65.5 92.6 49.6 86.7
35～39 97.9 95.1 99.5 95.5 59.6 90.9 48.1 88.8
40～44 98.0 94.7 99.4 95.4 64.2 89.1 56.7 89.1
45～49 97.8 93.4 99.3 95.3 69.7 86.8 65.0 88.7
50～54 97.2 90.3 99.1 94.0 67.9 82.8 63.9 86.0
55～59 95.6 85.7 97.9 91.6 59.4 76.1 55.0 78.1
60～64 82.6 68.0 85.2 78.0 45.7 54.2 41.5 62.2
65歳以上 34.4 34.1 36.0 25.5 15.1 18.9 17.1 12.5

1) 配偶関係「不詳」を含む。

2) 労働力率は、分母の15歳以上人口から労働力状態「不詳」を除いて算出している。
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未婚 有配偶 死・離別

３ 配偶関係別労働力率 

 

有配偶の女性の労働力率が低い 

労働力率を配偶関係別にみると、男性の未婚者が 30～34 歳の 95.7％を頂点とする台形型となっていま

す。有配偶者では、15～19 歳で 59.5％を示し、55～59 歳まで 94～99％台の高い割合を示しており、全て

の年齢階級で未婚者、死・離別者より労働力率が高くなっています。 

女性は、未婚者、死・離別者の形は男性と類似していますが、有配偶者の形が大きく異なっています。

有配偶者は、子育てが一段落した後の 40～50 歳代をピークとする後半の山が高いＭ字型となっており、

出産・育児に負担がかかると思われる 30 歳代では 40％台にとどまっています。（表６－３、図６－３） 

 

表６－３ 配偶関係、年齢（５歳階級）、男女別労働力率（平成 22 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－３ 配偶関係、年齢（５歳階級）、男女別労働力率（平成 22 年） 

             男                     女 

 

 

 



４ 就業者 

 

男性就業者は減少、女性就業者は増加 

15 歳以上就業者数は 1,703,374人で、平成 17年と比べ 33,485人（1.9％）の減少となっています。男

女別にみると、男性は 1,015,632 人で、平成 17 年に比べ 49,551 人（4.7％）の減少となっていますが、

女性は 687,742人で、16,066人（2.4％）の増加となっています。 

就業状態別にみると、「主に仕事」が 1,388,546人（就業者全体の 81.5％）、「家事のほか仕事」が 235,892

人（同 13.8％）、「通学のかたわら仕事」が 44,781人（同 2.6％）となっています。 

これを男女別にみると、男性は「主に仕事」が 94.4％と就業者の大部分を占めているのに対し、女性

は「主に仕事」が 62.4％、「家事のほか仕事」が 32.2％となっています。また、男性は平成 17 年に比べ

「家事のほか仕事」が 1,890 人（15.3％）の増加で、「主に仕事」が 50,672 人（5.0％）の減少となって

いるのに対し、女性は「家事のほか仕事」が 4,260人（1.9％）の減少で、「主に仕事」が 18,898人（4.6％）

の増加となっています。（表６－４） 

 

表６－４  就業の状態、男女別 15歳以上就業者数（昭和 55年～平成 22年） 

総  数 主に仕事

家事の

ほ か

仕 事

通学の

かたわ

ら仕事

休業者 総数
主に

仕事

家事の

ほ か

仕 事

通学の

かたわ

ら仕事

休業者

総数

昭和55年 1,258,353 1,087,976 146,112 12,419 11,846 100.0 86.5 11.6 1.0 0.9

    60年 1,425,917 1,205,296 188,626 19,793 12,202 100.0 84.5 13.2 1.4 0.9

平成 2年 1,618,075 1,386,540 188,729 28,413 14,393 100.0 85.7 11.7 1.8 0.9

     7年 1,700,629 1,433,483 214,884 35,834 16,428 100.0 84.3 12.6 2.1 1.0

    12年 1,699,750 1,437,878 201,918 38,294 21,660 100.0 84.6 11.9 2.3 1.3

    17年 1,736,859 1,420,320 238,262 46,167 32,110 100.0 81.8 13.7 2.7 1.8

    22年 1,703,374 1,388,546 235,892 44,781 34,155 100.0 81.5 13.8 2.6 2.0

男

昭和55年 876,158 856,896 2,391 8,422 8,449 100.0 97.8 0.3 1.0 1.0

    60年 960,773 936,704 2,711 13,051 8,307 100.0 97.5 0.3 1.4 0.9

平成 2年 1,067,097 1,036,853 3,541 17,916 8,787 100.0 97.2 0.3 1.7 0.8

     7年 1,099,193 1,062,450 6,061 20,977 9,705 100.0 96.7 0.6 1.9 0.9

    12年 1,071,869 1,030,218 8,223 21,249 12,179 100.0 96.1 0.8 2.0 1.1

    17年 1,065,183 1,009,913 12,383 25,107 17,780 100.0 94.8 1.2 2.4 1.7

    22年 1,015,632 959,241 14,273 23,770 18,348 100.0 94.4 1.4 2.3 1.8

女

昭和55年 382,195 231,080 143,721 3,997 3,397 100.0 60.5 37.6 1.0 0.9

    60年 465,144 268,592 185,915 6,742 3,895 100.0 57.7 40.0 1.4 0.8

平成 2年 550,978 349,687 185,188 10,497 5,606 100.0 63.5 33.6 1.9 1.0

     7年 601,436 371,033 208,823 14,857 6,723 100.0 61.7 34.7 2.5 1.1

    12年 627,881 407,660 193,695 17,045 9,481 100.0 64.9 30.8 2.7 1.5

    17年 671,676 410,407 225,879 21,060 14,330 100.0 61.1 33.6 3.1 2.1

    22年 687,742 429,305 221,619 21,011 15,807 100.0 62.4 32.2 3.1 2.3

実          数 割     合     （％）

男女、年次

 

 

 

 



総  数 男 女 総  数 男 女

昭和25年 13,084 8,525 4,559 3.5 3.1 4.7

    30年 20,481 15,193 5,288 4.4 4.5 4.0

    35年 7,232 5,068 2,164 1.2 1.2 1.2

    40年 13,301 9,438 3,863 1.5 1.5 1.6

    45年 14,127 9,765 4,362 1.3 1.3 1.5

    50年 28,025 20,851 7,174 2.3 2.4 2.1

    55年 31,400 22,795 8,605 2.4 2.5 2.2

    60年 46,158 31,574 14,584 3.1 3.2 3.0

平成２年 47,177 30,921 16,256 2.8 2.8 2.9

    ７年 79,438 51,516 27,922 4.5 4.5 4.4

    12年 83,318 54,244 29,074 4.7 4.8 4.4

    17年 97,464 63,894 33,570 5.3 5.7 4.8

    22年 99,739 65,746 33,993 5.5 6.1 4.7

年　次
完 全 失 業 者 完 全 失 業 率　（％）

５ 完全失業者 

 

完全失業者は 99,739 人、完全失業率は 5.5％、ともに戦後最高 

完全失業者数は 99,739 人で、平成 17 年に比べ 2,275 人の増加で、戦後最多となっています。男女別に

みても、男性は 65,746 人、女性は 33,993 人で、男女とも戦後最多となっています。 

また、完全失業率（労働力人口に占める完全失業者の割合）は 5.5％で、平成 17 年に比べ 0.2 ポイン

ト上昇しています。男女別では、男性が 6.1％、女性が 4.7％と、平成 17 年に比べ男性は 0.4 ポイント上

昇し戦後最高となっていますが、女性は 0.1 ポイント低下しています。 

戦後における完全失業率の推移をみると、高度経済成長により昭和 30 年の 4.4％から 35 年の 1.2％へ

と大幅に低下した後、45 年までは１％台で推移し、ほぼ完全雇用の時代が続きました。その後、石油危

機、円高、バブル崩壊等による不況の影響などにより平成２年を除いて上昇を続け、22 年には 5.5％とな

っています。 

また、完全失業率を年齢５歳階級別にみると、男性では 15～19 歳の 9.3％から年齢が高くなるにつれ

低下し、35～39 歳から 50～54 歳まで 4.0％台で推移し、55～59 歳で 5.8％と増加し、多くの人が定年退

職する直後の 60～64 歳で 8.8％となっています。一方、女性は 20～24 歳の 7.0％が最も高く、年齢とと

もに緩やかな減少傾向を示しています。（表６－５、図６－４、６－５） 

 

 

表６－５  男女別完全失業者数及び完全失業率の推移（昭和 25 年～平成 22 年） 

 

 

 

 

 

 

 



9.3

4.4
4.7

8.7

7.6

5.66.8 7.0

3.9

3.2 3.2
3.5

2.3 2.2 2.3

9.0 8.8

5.8

4.5
4.9

5.6

7.5

4.7

5.6
6.1

6.4

0

2

4

6

8

10

15～19歳 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75歳以上

男 女

（％）

昭和25年 30年 35年 40年 45年 50年 55年 60年 平成２年 ７年 12年 17年 22年

0

1

2

3

4

5

6

完全失業者数 完全失業率

10

8

6

4

2

12

0

（万人） （％）

完
全
失
業
者
数

完
全
失
業
率

図６－４ 完全失業者数及び完全失業率の推移（昭和 25 年～平成 22 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－５ 年齢（５歳階級）、男女別完全失業率（平成 22 年） 

 

 

 

 

 



総 数 就業者
完 全
失業者

15歳以
上人口

労働力
人 口

横 浜 市 3,176,601 1,803,113 1,703,374 99,739 1,082,713 62.5 5.5 3.7 △ 1.7

鶴 見 区 234,540 140,424 132,724 7,700 65,715 68.1 5.5 2.7 △ 3.1

神 奈 川 区 204,901 119,938 113,520 6,418 58,908 67.1 5.4 4.4 0.8

西 区 83,799 48,773 45,980 2,793 24,141 66.9 5.7 12.6 6.6

中 区 123,249 65,454 60,977 4,477 34,346 65.6 6.8 1.2 △ 6.1

南 区 173,164 98,001 91,476 6,525 53,813 64.6 6.7 1.7 △ 2.9

港 南 区 192,977 107,614 101,328 6,286 72,997 59.6 5.8 0.6 △ 4.2

保土ケ谷区 180,400 100,755 94,917 5,838 63,161 61.5 5.8 2.2 △ 3.8

旭 区 218,557 121,142 113,501 7,641 85,743 58.6 6.3 1.1 △ 2.7

磯 子 区 143,056 79,214 74,474 4,740 51,418 60.6 6.0 1.6 △ 6.7

金 沢 区 181,542 100,931 95,645 5,286 68,171 59.7 5.2 △ 0.4 △ 4.0

港 北 区 286,268 168,759 160,462 8,297 83,643 66.9 4.9 7.3 1.0

緑 区 151,524 86,440 81,590 4,850 52,005 62.4 5.6 4.8 △ 0.9

青 葉 区 257,490 143,612 137,185 6,427 92,227 60.9 4.5 5.6 △ 1.1

都 筑 区 160,910 95,497 91,660 3,837 51,852 64.8 4.0 12.7 7.8

戸 塚 区 234,396 134,260 127,251 7,009 85,166 61.2 5.2 5.2 1.1

栄 区 108,062 58,385 55,035 3,350 44,730 56.6 5.7 1.7 △ 5.4

泉 区 133,440 73,934 69,613 4,321 52,332 58.6 5.8 3.1 △ 2.7

瀬 谷 区 108,326 59,980 56,036 3,944 42,345 58.6 6.6 0.0 △ 6.1

神 奈 川 県 7,808,360 4,400,199 4,146,942 253,257 2,669,726 62.2 5.8 3.2 △ 3.6

全 国 110,277,485 63,699,101 59,611,311 4,087,790 40,372,373 61.2 6.4 0.5 △ 2.6

1) 労働力状態「不詳」を含む。

行 政 区

15 歳 以 上 人 口 
労働力

率
（％）

完 全
失業率
（％）

対前回増減率
（％）

総 数 1)

労 働 力 人 口
非労働力
人   口

６ 行政区の労働力人口及び労働力率 

 

労働力人口は 13 区で減少、都筑区、西区で増加が多い 

労働力率を行政区別にみると、鶴見区が 68.1％と最も高く、次いで神奈川区（67.1％）、西区（66.9％）

となっています。一方、最も低いのは栄区の 56.6％で、次いで泉区（58.55％）、旭区（58.56％）となっ

ており、行政区間の格差（最高と最低の差）は、11.5 ポイントとなっています。 

また、労働力人口の増減率をみると、13 区で減少しており、都筑区や西区では増加が多くなっていま

す。金沢区を除く 17 区で 15 歳以上人口が増加していますが、労働力人口の増減率が 15 歳以上人口の増

減率を上回った区はありません。（表６－６） 

 

表６－６  労働力人口、労働力率及び完全失業率－横浜市・行政区・神奈川県・全国（平成 22 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



都　市 15歳以上人口 1) 労働力人口 労働力率（％） 完全失業者 完全失業率（％）

札 幌 市 1,684,109 932,871 59.6 71,834 7.7

仙 台 市 895,101 496,932 60.2 37,452 7.5

さ い た ま 市 1,046,624 621,097 62.9 35,355 5.7

千 葉 市 805,346 458,125 62.1 27,287 6.0

東 京 都 区 部 7,833,783 4,365,163 66.3 253,180 5.8

川 崎 市 1,225,838 673,411 65.1 34,978 5.2

横 浜 市 3,176,601 1,803,113 62.5 99,739 5.5

相 模 原 市 619,375 350,019 64.8 19,961 5.7

新 潟 市 703,682 410,348 60.9 22,932 5.6

静 岡 市 620,778 378,629 62.4 20,713 5.5

浜 松 市 680,560 425,434 63.4 25,861 6.1

名 古 屋 市 1,935,856 1,154,741 64.6 67,545 5.8

京 都 市 1,265,247 727,184 62.1 46,329 6.4

大 阪 市 2,333,267 1,257,298 63.1 113,909 9.1

堺 市 720,642 390,588 60.5 28,540 7.3

神 戸 市 1,335,177 715,817 57.7 50,335 7.0

岡 山 市 601,248 363,150 60.8 30,572 8.4

広 島 市 987,128 590,733 63.2 33,258 5.6

北 九 州 市 844,043 460,697 57.8 35,328 7.7

福 岡 市 1,251,969 716,707 64.0 52,881 7.4

神 奈 川 県 7,808,360 4,400,199 62.2 253,257 5.8

全 国 110,277,485 63,699,101 61.2 4,087,790 6.4

1) 労働力状態「不詳」を含む。

７ 労働力状態の大都市比較 

 

大都市で３番目に低い失業率 

 大都市の労働力率をみると、東京都区部（66.3％）が最も高く、横浜市は 20 都市中 10 番目となってい

ます。 

 完全失業率をみると、大阪市が 9.1％と最も高く、次いで岡山市（8.4％）、札幌市（7.70％）、北九州

市（7.67％）、仙台市（7.5％）となっています。横浜市の完全失業率は 5.53％で、川崎市（5.2％）、静

岡市（5.47％）に次いで、20 都市中３番目に低くなっています。（表６－７、図６－６、６－７） 

 

表６－７ 大都市の労働力状態（平成 22 年） 
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図６－６ 大都市の労働力率（平成 22 年）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－７ 大都市の完全失業率（平成 22 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




